
も
示
す
。
次
世
代
自
動
車
や

畜
電
池
な
ど
を
”
核
と
し
た

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
、

電
力
会
社
や
メ
ー
カ
ー
が

一

体
と
な

っ
た
原
子
力
発
電
シ

ス
テ
ム
の
輸
出
な
ど
が
候
補

に
な
る
見
通
し
だ
。

悼
通
産
省
時
代
を
含
め
る

と
、
こ
れ
ま
で
に
主
要
な
産

業
ビ
ジ

ョ
ン
は
４
つ
策
定
さ

れ
て
い
る
。
民
主
党
政
権
は

明
確
な
産
業
政
策
の
道
筋
を

示
し
て
い
な
い
た
め
、

「
家

計
支
援
に
偏
重
し
て
い
る
‐

と
の
指
摘
も
多
い
。
直
嶋
経

産
相
は
こ
う
し
た
批
判
を
か

わ
す
狙
い
も
あ
る
と
み
ら
れ

る
が
、
ど
こ
ま
で
実
効
性
の

あ
る
指
針
を
作
れ
る
か
が
聞

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「訪
日
外
国
人
、

観
光
庁
新
長
官
が
就
任
会
見

観
光
庁
の
薄
畑
宏
新
長
官

（
４９
）
は
４
日
、
就
任
後
初

の
記
者
会
見
を
開
き
、
２
０

０
９
年
に
７
０
０
万
人
と
割

り
込
ん
だ
と
み
ら
れ
る
年
間

の
訪
日
外
国
人
数
を
、
２
年

間
の
任
期
中
に

「
１
０
０
０

万
人
超
に
し
た
い
」
と
述
べ

た
――
写
真
。
同
長
官
は
訪
日

外
国
人
の
７
割
が
大
都
市
同

に
来
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
同

1000
万
人
に
1

回
の
受
け
人
れ
態
勢
の
充
実

に
力
を
入
れ
る
考
え
を
示
し

た
。
観
光
庁
が
助
言
し
、
集

客
力
を
底
上
げ
す
る
。

活
畑
長
官
は
、
自
然
や
文

化
な
ど
様
々
な
分
野
で
観
光

資
源
を
持

つ
日
本
に
は

「
十

分
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

（潜
ｉ

力
）
が
あ
る
」
と
指
摘
。
観

光
資
源
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進

め
る
と
同
時
に
、
諸
外
国
の

特
徴
に
合
わ
せ
て
日
本
の
魅

力
を
伝
え
て
い
く
重
要
性
を

強
調
し
た
。

日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
が

減

っ
て

い
る

こ
と
を
踏
ま

え
、
同
長
官
は
こ
れ
ま
で
の

海
外

へ
の
情
報
発
信
の
費
用

対
効
果
を
検
証
す
る
考
え
を

示
し
た
。
中
国
か
ら
の
観
光

客
を
増
や
す
た
め
に
、
中
国

人
向

け

の
個
人
観
光

ビ
ザ

（査
証
）
の
発
行
条
件

の
緩

和
も
必
要
だ
と
主
張
し
た
。

溝
畑
氏
は
自
治
省

（
現
結

務
省
）
の
出
身
ｎ
大
分
県
庁

へ
の
出
向
を
経
て
、
Ｍ
年
に

サ

ッ
カ
ー
の

「
人
分
ト
リ

ニ

ー
タ
」
の
起
営
会
社
、
人
分

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（大

分
Ｆ
Ｃ
、
大
分
市
）
の
社
長

に
就
い
た
。
昨
年
１２
月
の
社

長
辞
任
後
、
前
原
誠
司
国
土

交
通
相
か
ら
長
官
就
任
の
打

診
と
受
け
た
と
い
う
。


